






















































































郡 町村 昭和 8年 明治 29 年
桃生郡 十五浜村 69 58
牡鹿郡 女川町 1 1
牡鹿郡 大原村 62 1
牡鹿郡 鮎川村 1 ─
本吉郡 志津川町 ─ 371
本吉郡 戸倉村 1 64
本吉郡 十三浜村 13 211
本吉郡 歌津村 86 799
本吉郡 小泉村 15 219
本吉郡 階上村 1 437
本吉郡 鹿折村 4 6
本吉郡 唐桑村 60 836






三陸津波で 124 基（岩手 114 基、宮城 10 基）、昭
和三陸津波で 150 基（青森 7 基、岩手 84 基、宮
城 66 基）、明治と昭和の被害を一つの碑に刻した
ものが岩手県 12 基、これに 1960 年のチリ津波碑



































た 3 月 3 日の翌日から、紙面を通じて「救援同情
義金」を募った。1 口 1 円以上とし、5 月末まで







余の義捐金のうち 16 万円余の救済費の残り 5 万
円余を「災害記念碑」の建設資金に指定し、被
害 3 県に配分したことであった。宮城県には 1 万
3115 円が配分され、県は被災した 63 ケ町村に津




















表番号 流失 倒壊 健在 未確認 計
付表 1 4 11 14
付表 2 7 5 4 16
付表 3 9 9 12 4 34
付表 4 2 1 3
































3）	 	 宮城県、1935 年。
4）	 	 宮城県、1903 年。






災 津 波 現 地 踏 査 報 告　http://www .jsgi-map .org/











7）	 	 卯花政孝「三陸沿岸の津波石碑─その 1・釜石
地区」『津波工学研究報告』8 号、東北大学工学部災
害制御センター、1991 年；「三陸沿岸の津波石碑─










































































































































































（流出 140 戸、死者 36 人）
2 唐 2・S 本吉郡川唐桑町
字只越
山際に健在 〇 付近家屋総て流出
3 唐 3・S 本吉郡川唐桑町
字石浜
路肩の上に健在 〇 民宿なぎさの看板近く
4 唐 4・S 本吉郡川唐桑町
字御崎　
ビジターセンター内 〇 昭和 59 年宿から移転
5 唐 5・S 本吉郡川唐桑町
字小鯖
健在 〇






設置、3 月 12 日死者の清め（浦祓い執行 ;
神主 2 人、村人約 20 人集まり、海に向か
い祓いの行事（全壊戸 74、死者 17 人）





8 唐 8・S 本吉郡川唐桑町
字舞根
健在 〇 港より高い地点の杉の蔭にあり
9 気 4・S 気仙沼市鶴ケ浦 御嶽神社階段脇 鶴ケ浦港、家屋流出甚だし





























付表 2 図 2に対応 3月 24 日〜26 日調査












































































































































付表 3（図 3・図 4に対応）2012 年 1月 25 日〜 27 日調査
no. 碑番号 場所 県指定 碑の状態
31 志津川 1・S 南三陸町細浦 〇 流失、不明
32 志津川 2・S 南三陸町清水 〇 現場になし





34 志津川 4・チリ 南三陸町松原公園④ すべて瓦礫置き場とな
り、不明
図 4参照
35 志津川 5・S 南三陸町松原公園④ 〇 すべて瓦礫置き場とな
り、不明
図 4参照
36 志津川 6・チリ 南三陸町松原公園④ すべて瓦礫置き場とな
り、不明
図 4参照
37 志津川 7・チリ 南三陸町松原公園④ すべて瓦礫置き場とな
り、不明
図 4参照





39 志津川 9・S 南三陸町標石碑 流されてナシ
40 志津川 10・S 南三陸町長清水 〇 健在、山蔭にあり
41 北上 1・S 南三陸町大指（おおさし） 〇 倒れて残存
42 北上 2・S 南三陸町小指（こさし） 〇 神社階段脇に残存、但
し、神社は流失
43 雄勝 1 上雄勝町 2丁目 未調査につき除外
44 雄勝 2・S 雄勝町伊勢畑 未調査につき除外
45 雄勝 3・チリ 雄勝町伊勢畑 未調査につき除外
46 雄勝 12 上雄勝町 2丁目 未調査につき除外




48 女川 3・S 女川町崎山展望公園 旧地名不明 健在









51 女川 6・S 女川町高城（白）浜 〇 健在 この碑のみフロック
に囲まれて残る
52 女川 7・S 女川町野の浜 〇 健在





54 牡鹿 2・S 石巻市牡鹿谷川浜清水 〇 健在 道路沿い
36 研究紀要『災害復興研究』第 4号
no. 碑番号 場所 県指定 碑の状態







56 牡鹿 4・S 石巻市牡鹿新山浜 アリ






58 牡鹿 7・S 石巻市
牡鹿十八成（くうなり）
アリ
59 牡鹿 8・S 石巻市牡鹿小淵浜 〇 アリ 五十鈴神社階段下
60 牡鹿 9・S 石巻市牡鹿小網倉浜 〇 倒れそうだが、存在




62 石巻 1･S 石巻市小積浜 〇 アリ
63 石巻 2･S 石巻市荻浜 〇 倒壊、アリ 26 日戻り、確認済み
64 石巻 3･S 石巻市桃浦 〇 移動、倒壊、アリ
付表 4（図 5に対応）
no. 碑番号 場所 県指定 碑の有無 周囲の状況
65 名取 1・S 名取市日和山 〇 倒壊、アリ 日和山の麓にあり




























The Rediscovery of Tsunami Monuments: 
A Survey and Study of Tsunami Monu-
ments Preserved in Miyagi Prefecture
Abstract
The tsunami that struck the Pacific shore of the Tohoku region (Tohoku-
Pacific coast tsunami) in March 2011 was higher and more destructive than 
anyone predicted, killing more than 20,000 people and washing away thou-
sands of homes and businesses. The Pacific coast of East Japan has been 
assaulted by major tsunami numerous times, including the Meiji Sanriku 
Tsunami of 1896, the Showa Sanriku Tsunami of 1933, and the radiating 
waves of the Chile Tsunami of 1960 . The people of the affected areas have 
long fostered a disaster-prevention culture in their towns and villages to 
protect themselves against the damage of tsunami . Among these activities 
has been the erection of monuments to record the experience of the disaster 
so that people will not forget the tragedy that tsunami bring. We first studied 
these tsunami monuments more than 15 years ago . This study reports on our 
investigation of the condition of 67 monuments in Miyagi prefecture, deter-
mining which were damaged, which survived, and which were washed away 
by the 2011 tsunami . The damage of previous tsunami was worst in Iwate 
prefecture, but that of the 2011 tsunami hit hardest in Miyagi prefecture as 
the epicenter was located further to the south . We recorded the results of our 
survey conducted in three stages from December 2011 to March 2012 with 
photographs and by plotting on an inundation map of the region .
Key words:	 Tohoku-Pacific coast tsunami, tsunami monuments, tsunami 
experience, monuments, disaster-prevention culture
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